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(百万円未満切捨て)
１．2026年２月期の連結業績（2025年３月１日～2026年２月28日）
（１）連結経営成績 (％表示は対前期増減率)

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

当期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2026年２月期 8,976 3.4 662 8.1 680 5.5 460 6.5

2025年２月期 8,682 6.3 612 △8.8 645 △6.6 432 △15.8
(注) 包括利益 2026年２月期 460百万円( 6.5％) 2025年２月期 432百万円( △15.8％)

１株当たり
当期純利益

潜在株式調整後
１株当たり
当期純利益

自己資本
当期純利益率

総資産
経常利益率

売上高
営業利益率

円 銭 円 銭 ％ ％ ％

2026年２月期 58.50 － 10.4 11.8 7.4

2025年２月期 54.94 － 10.2 12.0 7.1
(参考) 持分法投資損益 2026年２月期 －百万円 2025年２月期 －百万円

（２）連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率 １株当たり純資産

百万円 百万円 ％ 円 銭

2026年２月期 5,889 4,537 76.8 574.91

2025年２月期 5,681 4,336 76.1 549.42
(参考) 自己資本 2026年２月期 4,522百万円 2025年２月期 4,322百万円

（３）連結キャッシュ・フローの状況
営業活動による

キャッシュ・フロー
投資活動による

キャッシュ・フロー
財務活動による

キャッシュ・フロー
現金及び現金同等物

期末残高
百万円 百万円 百万円 百万円

2026年２月期 372 △118 △258 3,796

2025年２月期 844 270 △259 3,801

２．配当の状況

年間配当金 配当金総額
(合計)

配当性向
(連結)

純資産
配当率
(連結)第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 百万円 ％ ％

2025年２月期 － 16.50 － 16.50 33.00 259 60.1 6.1

2026年２月期 － 16.50 － 16.50 33.00 259 56.4 5.9

2027年２月期(予想) － 16.50 － 16.50 33.00 61.8

３．2027年２月期の連結業績予想（2026年３月１日～2027年２月28日）

(％表示は、通期は対前期、四半期は対前年同四半期増減率)

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する当期純利益

１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

第２四半期(累計) 4,900 12.4 240 △22.2 240 △23.4 140 △32.8 17.80

通 期 10,000 11.4 650 △1.8 670 △1.6 420 △8.7 53.39



※ 注記事項

（１）期中における連結範囲の重要な変更 ： 有

新規 １社 (社名)株式会社理創 、除外 －社 (社名)－

（２）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 有

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

④ 修正再表示 ： 無

（３）発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む) 2026年２月期 8,167,498株 2025年２月期 8,167,498株

② 期末自己株式数 2026年２月期 300,263株 2025年２月期 300,263株

③ 期中平均株式数 2026年２月期 7,867,235株 2025年２月期 7,867,256株

(参考) 個別業績の概要
１．2026年２月期の個別業績（2025年３月１日～2026年２月28日）
（１）個別経営成績 (％表示は対前期増減率)

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2026年２月期 7,242 5.0 484 3.4 502 △0.9 342 105.8

2025年２月期 6,898 6.4 468 △12.6 506 △9.1 166 △59.1

１株当たり
当期純利益

潜在株式調整後
１株当たり当期純利益

円 銭 円 銭

2026年２月期 43.54 －

2025年２月期 21.16 －

（２）個別財政状態

総資産 純資産 自己資本比率 １株当たり純資産

百万円 百万円 ％ 円 銭

2026年２月期 4,355 3,481 79.6 440.76

2025年２月期 4,270 3,399 79.3 430.22

(参考) 自己資本 2026年２月期 3,467百万円 2025年２月期 3,384百万円

※ 決算短信は公認会計士又は監査法人の監査の対象外です

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項
(将来に関する記述等についてのご注意)
上記の2027年２月期業績予想は、現時点で入手可能な情報に基づき作成したものであり、実際の業績は、今後様々
な要因により予想数値と異なる可能性がありますことをご了承ください。業績予想に関する事項については、添付
資料3ページ「１.経営成績等の概況（４）今後の見通し」をご覧ください。
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１．経営成績等の概況

（１）当期の経営成績の概況

当連結会計年度（2025年３月１日～2026年２月28日）におけるわが国経済は、米国通商政策による輸出企業への

影響や物価高等による景気後退の懸念はあったものの、堅調な企業業績や雇用・所得環境の改善に支えられ、景気

は緩やかな回復基調で推移しました。一方で、中東情勢等の引き続き高い地政学リスク、米国の通商政策や中国の

内需停滞など不安定な世界情勢から、依然として先行きは不透明な状況が続いております。

当社グループが属するIT業界におきましては、企業の堅調な業績を背景にソフトウエア投資が継続しており、今

後もITへの投資は堅調に推移することが期待されます。また、当社グループの主要顧客である大手製造業各社では、

一部企業においては先行き不透明な世界的な景況感の中、投資判断に慎重な姿勢も見受けられますが、全般には競

争優位に向けた研究開発投資を維持していることから、当社グループに対するニーズも堅調に推移しました。

このような経営環境の下、当社グループは中長期的な成長を見据えた優秀な人材の確保・技術力の強化に取り組

み、積極的な採用活動の継続とともにプロジェクトマネージャーとAI活用及びDXが推進できる技術者の育成に努め

てまいりました。また、事業の生産性向上と一括受託案件獲得の強化ならびに契約単価の改定等の施策にも継続し

て取り組んでまいりました。

当連結会計年度においては、主力であるWEB／アプリケーション及び業務系システム開発分野は、期初に受注・売

上を見込んでいた一括受託案件の一部での計画変更やWEB／アプリケーション分野で不採算案件にリソースを要した

こと、ならびに業務系システム開発分野で大型案件が少なかったことなどから、売上高は前年比約２％増、営業利

益は前年比約１％増にとどまりました。

組込み分野は、物流システム関連を主とした受注増により売上高が前年比約６％伸長し、中でも一括受託案件の

獲得に注力し生産性を高めた結果、営業利益は前年比約2.3倍となりました。

その他、開発支援分野においてはマニュアル制作業務の大型案件の減少ならびに新規顧客の開拓が進まなかった

ことなどから、売上高が前年比約７％減となりました。なお、簡易的なマニュアル制作業務は減少傾向が見られる

ため、AI技術の応用など高い付加価値を提供できるエンジニアの育成に取り組んでおります。

今後も引き続き、営業力と利益体質の強化に努めてまいります。

なお、親会社株主に帰属する当期純利益につきましては、当社が保有する投資有価証券の一部について、投資先

企業の事業計画及び直近の業績推移等を精査して実質価額を評価した結果、取得価額と比較して著しく下落したた

め減損処理による投資有価証券評価損23百万円を特別損失に計上しております。

以上の結果、当社グループの売上高は8,976百万円（前年同期比3.4％増）、営業利益は662百万円（同8.1％増）、

経常利益は680百万円（同5.5％増）、親会社株主に帰属する当期純利益は460百万円（同6.5％増）となりました。

なお、当社グループの事業セグメントはエンジニアリング事業の単一セグメントでありますので、セグメント別

の記載は省略しております。
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（２）当期の財政状態の概況

資産、負債及び純資産の状況

当連結会計年度において、株式会社理創の株式を取得し子会社化したため、連結の範囲に含めております。

なお、みなし取得日を当連結会計年度末日としているため、当連結会計年度は貸借対照表のみを連結しておりま

す。

当連結会計年度末における資産合計額は5,889百万円（前連結会計年度末比208百万円増）、負債合計額は1,351百

万円（同７百万円増）、純資産合計額は4,537百万円（同200百万円増）となりました。

（流動資産）

当連結会計年度末における流動資産の残高は5,272百万円となり、前連結会計年度末に比べ121百万円増となりま

した。これは主に、現金及び預金3,507百万円（前連結会計年度末比6百万円増）、受取手形、売掛金及び契約資産

1,299百万円（同81百万円増）によるものであります。

（固定資産）

当連結会計年度末における固定資産の残高は616百万円となり、前連結会計年度末に比べ86百万円増となりまし

た。これは主に、のれん82百万円（前連結会計年度末比82百万円増）によるものであります。

（流動負債）

当連結会計年度末における流動負債の残高は1,205百万円となり、前連結会計年度末に比べ20百万円減となりまし

た。これは主に、未払金386百万円（前連結会計年度末比49百万円増）、未払消費税155百万円（同13百万円減）未

払法人税等92百万円（同175百万円減）によるものであります。

（固定負債）

当連結会計年度末における固定負債の残高は146百万円となり、前連結会計年度末に比べ28百万円増となりまし

た。これは主に、役員退職慰労引当金74百万円（前連結会計年度末比10百万円増）、退職給付に係る負債16百万円

（同16百万円増）、によるものであります。

（純資産）

当連結会計年度末における純資産の残高は4,537百万円となり、前連結会計年度末に比べ200百万円増となりまし

た。これは主に、利益剰余金4,531百万円（前連結会計年度末比200百万円増）によるものであります。

（３）当期のキャッシュ・フローの概況

当連結会計年度末における現金及び現金同等物（以下「資金」という）は、前連結会計年度末に比べ４百万円減

少し3,796百万円となりました。

当連結会計年度末における各キャッシュ・フローの状況は次のとおりであります。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

営業活動の結果得られた資金は、372百万円（前連結会計年度に得られた資金は844百万円）となりました。これ

は主に、税金等調整前当期純利益657百万円、賞与引当金の増減額37百万円などの資金増加要因が、法人税等の支払

額365百万円などの資金減少要因を上回ったことによるものであります。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

投資活動の結果使用した資金は、118百万円（前連結会計年度に得られた資金は270百万円）となりました。これ

は主に、連結の範囲の変更を伴う子会社株式の取得による支出103百万円によるものであります。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

財務活動の結果使用した資金は、258百万円（前連結会計年度に使用した資金は259百万円）となりました。これ

は、配当金の支払額258百万円によるものであります。
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（４）今後の見通し

当社グループが属するIT業界では、DXの推進や生産性向上のためのIT投資が継続し、DXの進展によるデジタル人

材の需要が高まる一方、IT技術者不足が深刻さを増していくと考えられます。

同時に、生成AIの普及がエンジニアリングにおける労働市場の構造を再編する可能性を示しているという見方も

あり、市場動向に注意を払ってまいります。

当社グループは2023年２月期から2027年２月期の５ヵ年を対象とした中期経営計画を推進しており、次期はその

最終年度に当たります。次期についても、主力であるWeb／アプリケーションおよび業務系システム開発分野におけ

る顧客ニーズは底堅く推移する見通しです。

組込み分野につきましては、強みである画像処理技術を活かした自動車関連の営業活動を重点的に推進してまい

ります。

また、AI技術の急速な普及への対応と、従業員と事業の持続的な成長に向けた環境作りを強化し、優秀な技術者

の育成・確保と上流工程への参画や顧客への提案活動が出来る技術者ならびにAI活用及びDXが推進できる技術者の

育成強化に引き続き注力してまいります。

これらに加えて、新たに株式会社理創(2026年２月３日公表)とプリサイス株式会社(2026年３月２日公表)を当社

グループに迎えたことにより、中期経営計画に掲げる経営目標である売上高100億円を達成する見込みであり、2027

年２月期の通期の業績予想は、売上高10,000百万円、営業利益650百万円、経常利益670百万円、親会社株主に帰属

する当期純利益420百万円を見込んでおります。

２．会計基準の選択に関する基本的な考え方

当社グループは、連結財務諸表の期間比較可能性及び企業間の比較可能性を考慮し、日本基準を採用しておりま

す。

なお、IFRS（国際財務報告基準）の適用につきましては、国内外の情勢を考慮して適切に対応していく方針であ

ります。
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３．連結財務諸表及び主な注記

（１）連結貸借対照表

(単位：千円)

前連結会計年度
(2025年２月28日)

当連結会計年度
(2026年２月28日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 3,501,033 3,507,259

受取手形、売掛金及び契約資産 1,217,676 1,299,674

仕掛品 73,942 72,042

原材料及び貯蔵品 4,404 9,496

預け金 300,000 300,000

その他 60,042 90,789

貸倒引当金 △5,482 △6,294

流動資産合計 5,151,616 5,272,968

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物 237,932 241,367

減価償却累計額 △162,299 △169,429

建物及び構築物（純額） 75,632 71,938

工具、器具及び備品 59,908 66,862

減価償却累計額 △47,529 △52,938

工具、器具及び備品（純額） 12,379 13,923

土地 78,907 78,907

有形固定資産合計 166,919 164,769

無形固定資産

のれん - 82,084

その他 1,248 1,653

無形固定資産合計 1,248 83,738

投資その他の資産

投資有価証券 23,842 0

繰延税金資産 169,566 166,408

その他 168,079 201,388

投資その他の資産合計 361,488 367,796

固定資産合計 529,656 616,304

資産合計 5,681,272 5,889,273
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(単位：千円)

前連結会計年度
(2025年２月28日)

当連結会計年度
(2026年２月28日)

負債の部

流動負債

買掛金 9,974 4,263

未払金 337,389 386,850

未払法人税等 267,917 92,733

未払消費税等 169,046 155,089

賞与引当金 283,408 331,160

受注損失引当金 212 3,105

製品保証引当金 5,120 13,932

その他 152,782 218,082

流動負債合計 1,225,851 1,205,218

固定負債

役員退職慰労引当金 64,224 74,856

退職給付に係る負債 - 16,110

資産除去債務 19,552 19,879

その他 34,757 35,860

固定負債合計 118,534 146,705

負債合計 1,344,385 1,351,923

純資産の部

株主資本

資本金 214,265 214,265

資本剰余金 119,265 119,265

利益剰余金 4,330,745 4,531,336

自己株式 △341,874 △341,874

株主資本合計 4,322,400 4,522,991

新株予約権 14,486 14,358

純資産合計 4,336,886 4,537,349

負債純資産合計 5,681,272 5,889,273
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（２）連結損益計算書及び連結包括利益計算書

連結損益計算書

(単位：千円)
前連結会計年度

(自 2024年３月１日
至 2025年２月28日)

当連結会計年度
(自 2025年３月１日
至 2026年２月28日)

売上高 8,682,548 8,976,977

売上原価 7,029,370 7,265,957

売上総利益 1,653,177 1,711,020

販売費及び一般管理費 1,040,935 1,048,976

営業利益 612,241 662,044

営業外収益

受取利息 1,485 5,695

受取保険金 15,000 -

保険配当金 11,193 -

助成金収入 7,355 11,277

その他 2,214 2,942

営業外収益合計 37,248 19,915

営業外費用

固定資産除却損 825 0

支払手数料 - 743

その他 3,215 321

営業外費用合計 4,040 1,064

経常利益 645,449 680,894

特別利益

固定資産売却益 225,040 -

新株予約権戻入益 320 128

特別利益合計 225,360 128

特別損失

投資有価証券評価損 178,397 23,842

特別損失合計 178,397 23,842

税金等調整前当期純利益 692,412 657,180

法人税、住民税及び事業税 319,002 193,136

法人税等調整額 △58,778 3,834

法人税等合計 260,224 196,970

当期純利益 432,188 460,210

親会社株主に帰属する当期純利益 432,188 460,210
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連結包括利益計算書

(単位：千円)
前連結会計年度

(自 2024年３月１日
至 2025年２月28日)

当連結会計年度
(自 2025年３月１日
至 2026年２月28日)

当期純利益 432,188 460,210

その他の包括利益

その他の包括利益合計 - -

包括利益 432,188 460,210

（内訳）

親会社株主に係る包括利益 432,188 460,210

非支配株主に係る包括利益 - -
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（３）連結株主資本等変動計算書

前連結会計年度 (自 2024年３月１日 至 2025年２月28日)

(単位：千円)

株主資本
新株予約権 純資産合計

資本金 資本剰余金 利益剰余金 自己株式 株主資本合計

当期首残高 214,265 119,265 4,158,176 △341,854 4,149,851 14,807 4,164,658

当期変動額

剰余金の配当 △259,619 △259,619 △259,619

親会社株主に帰属す

る当期純利益
432,188 432,188 432,188

自己株式の取得 △20 △20 △20

株主資本以外の項目

の 当 期 変 動 額 （ 純

額）

△320 △320

当期変動額合計 - - 172,568 △20 172,548 △320 172,228

当期末残高 214,265 119,265 4,330,745 △341,874 4,322,400 14,486 4,336,886

当連結会計年度 (自 2025年３月１日 至 2026年２月28日)

(単位：千円)

株主資本
新株予約権 純資産合計

資本金 資本剰余金 利益剰余金 自己株式 株主資本合計

当期首残高 214,265 119,265 4,330,745 △341,874 4,322,400 14,486 4,336,886

当期変動額

剰余金の配当 △259,619 △259,619 △259,619

親会社株主に帰属す

る当期純利益
460,210 460,210 460,210

自己株式の取得 - -

株主資本以外の項目

の 当 期 変 動 額 （ 純

額）

△128 △128

当期変動額合計 - - 200,591 - 200,591 △128 200,462

当期末残高 214,265 119,265 4,531,336 △341,874 4,522,991 14,358 4,537,349
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（４）連結キャッシュ・フロー計算書

(単位：千円)
前連結会計年度

(自 2024年３月１日
至 2025年２月28日)

当連結会計年度
(自 2025年３月１日
至 2026年２月28日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前当期純利益 692,412 657,180

減価償却費 42,400 13,525

貸倒引当金の増減額（△は減少） 227 602

賞与引当金の増減額（△は減少） 30,765 37,019

製品保証引当金の増減額（△は減少） 5,120 8,812

受注損失引当金の増減額（△は減少） △216 2,892

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） △7,375 10,150

受取利息 △1,485 △5,695

投資有価証券評価損益（△は益） 178,397 23,842

固定資産売却損益（△は益） △225,040 -

固定資産除却損 825 0

受取保険金 △15,000 -

新株予約権戻入益 △320 △128

売上債権及び契約資産の増減額（△は増加） △22,666 △46,847

棚卸資産の増減額（△は増加） 32,934 △3,192

仕入債務の増減額（△は減少） △1,953 △5,710

未払金の増減額（△は減少） 81,199 20,501

未払消費税等の増減額（△は減少） 60,057 △17,459

その他 18,355 36,707

小計 868,638 732,199

利息の受取額 1,485 5,695

保険金の受取額 15,000 -

法人税等の支払額 △80,761 △365,544

法人税等の還付額 39,743 -

営業活動によるキャッシュ・フロー 844,105 372,350

投資活動によるキャッシュ・フロー

有形固定資産の取得による支出 △18,111 △11,855

有形固定資産の売却による収入 514,040 -

無形固定資産の取得による支出 - △345

投資有価証券の取得による支出 △202,240 -

差入保証金の差入による支出 △23,024 △2,525

差入保証金の回収による収入 10 54

連結の範囲の変更を伴う子会社株式の取得による支出 - △103,590

投資活動によるキャッシュ・フロー 270,673 △118,262

財務活動によるキャッシュ・フロー

自己株式の取得による支出 △20 -

配当金の支払額 △259,116 △258,861

財務活動によるキャッシュ・フロー △259,136 △258,861

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 855,641 △4,773

現金及び現金同等物の期首残高 2,945,391 3,801,033

現金及び現金同等物の期末残高 3,801,033 3,796,259



ソーバル株式会社(2186) 2026年２月期 決算短信

11

（５）連結財務諸表に関する注記事項

(継続企業の前提に関する注記)

該当事項はありません。

(連結の範囲又は持分法適用の範囲の変更に関する注記)

（連結の範囲の変更）

当連結会計年度において、株式会社理創の株式を取得し子会社化したため、連結の範囲に含めております。

なお、みなし取得日を当連結会計年度末日としているため、当連結会計年度においては貸借対照表のみを連結

しております。

(会計方針の変更)

（法人税、住民税及び事業税等に関する会計基準等の適用）

「法人税、住民税及び事業税等に関する会計基準」（企業会計基準第27号 2022年10月28日）、「包括利益の表

示に関する会計基準」（企業会計基準第25号 2022年10月28日）及び「税効果会計に係る会計基準の適用指針」

（企業会計基準適用指針第28号 2022年10月28日）を当連結会計年度の期首から適用しています。これによる、連

結財務諸表への影響はありません。

(セグメント情報等)

当社グループはエンジニアリング事業の単一セグメントであるため、記載を省略しております。

(１株当たり情報)

前連結会計年度

(自 2024年３月１日

至 2025年２月28日)

当連結会計年度

(自 2025年３月１日

至 2026年２月28日)

１株当たり純資産額 549.42円 574.91円

１株当たり当期純利益金額 54.94円 58.50円

(注)１．潜在株式調整後１株当たり当期純利益金額については、希薄化効果を有している潜在株式が存在しない

ため記載しておりません。

２．算定上の基礎

① １株当たり当期純利益金額

前連結会計年度

(自 2024年３月１日

至 2025年２月28日)

当連結会計年度

(自 2025年３月１日

至 2026年２月28日)

１株当たり当期純利益金額

親会社株主に帰属する当期純利益(千円) 432,188 460,210

普通株主に帰属しない金額(千円) － －

普通株式に係る親会社株主に帰属する
当期純利益(千円)

432,188 460,210

普通株式の期中平均株式数(株) 7,867,256 7,867,235

② １株当たり純資産額

前連結会計年度

(2025年２月28日)

当連結会計年度

(2026年２月28日)

純資産の部の合計額(千円) 4,336,886 4,537,349

純資産の部の合計額から控除する金額(千円) 14,486 14,358

普通株式に係る期末の純資産額(千円) 4,322,400 4,522,991

１株当たり純資産額の算定に用いられた期末の
普通株式の数(株)

7,867,235 7,867,235
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(企業結合等関係)

（取得による企業結合）

当社は、2025年12月11日開催の取締役会において、株式会社理創（以下「理創社」といいます。）の全株式を

取得して子会社化することを決議しました。また、2025年12月16日付で株式譲渡契約を締結、同日付で全株式を

取得したことにより子会社化しました。

（１）企業結合の概要

① 被取得企業の名称及びその事業内容

被取得企業の名称 株式会社理創

事業の内容 ソフトウエアの開発・受託事業

② 企業結合を行った主な理由

当社および当社グループは、「技術で社会に貢献する」を社是に掲げ、「ソーバルグループにとって、最大

の資源は人材である」というメッセージのもと、常に新しい技術に挑戦し続け、豊かで夢のある社会づくりに

貢献し、技術者が輝く会社を目指してまいりました。理創社は、1985年の設立以来、40年にわたり「理（こと

わり）を追求する心と創造性」を大切に、WEBシステムを中心としたソフトウエア開発・受託事業（SES）を展

開している企業です。堅実な経営と確かな技術力で、大手企業から長期にわたる厚い信頼を得ており、制御系

からWEBアプリ、最新のインフラ運用まで、幅広いドメインに対応できる技術力が強みです。

理創社と当社グループが緊密に連携することで、互いの技術力を補完し合い、対応可能な技術領域を大幅に

拡大いたします。多角的な提案と高度な技術提供を通じて、お客様の期待に応えるとともに、グループ全体の

企業価値を最大化してまいります。

③ 企業結合日

2025年12月16日（株式取得日）

2026年２月28日（みなし取得日）

④ 企業結合の法的形式

現金を対価とする株式取得

⑤ 結合後企業の名称

変更ありません。

⑥ 取得した議決権比率

100%

⑦ 取得企業を決定するに至った主な根拠

当社が現金を対価として株式取得したことによるものです。

（２）連結財務諸表に含まれている被取得企業の業績の期間

2026年２月28日をみなし取得日としているため、貸借対照表のみを連結しており、当連結会計年度に係る連結

損益計算書に被取得企業の業績は含まれておりません。

（３）被取得企業の取得原価及び対価の種類ごとの内訳

取得の対価 現金及び預金 187,808千円

取得価額 187,808千円

（４）主要な取得関連費用の内容及び金額

アドバイザリー費用等 28,800千円
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（５）発生したのれんの金額、発生原因、償却方法及び償却期間

① 発生したのれんの金額

82,084千円

② 発生原因

今後の事業展開によって期待される将来の超過収益力であります。

③ 償却方法及び償却期間

投資効果の発現する期間を見積り、合理的な期間で均等償却する予定であります。なお、償却期間について

は、現在算定中であります。

（６）企業結合日に受け入れた資産及び引き受けた負債の額並びにその主な内訳

流動資産 138,364千円

固定資産 33,386千円

資産合計 171,751千円

流動負債 47,244千円

固定負債 18,783千円

負債合計 66,028千円

（７）取得原価の配分

当連結会計年度末において、企業結合日における識別可能な資産及び負債の特定並びに時価の算定が未了であ

り、取得原価の配分が完了していないため、その時点で入手可能な合理的情報に基づき暫定的な会計処理を行っ

ております。

（８）企業結合が連結会計年度の開始の日に完了したと仮定した場合の当連結会計年度の連結損益計算書に及ぼす

影響の概算額及びその算定方法

重要性が乏しいため記載を省略しております。
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(重要な後発事象)

（取得による企業結合）

当社は、2026年２月13日開催の取締役会において、プリサイス株式会社（以下「プリサイス社」といいま

す。）の株式を取得して子会社化することを決議しました。また、2026年２月19日付で株式譲渡契約を締結、

2026年３月２日付で全株式を取得したことにより子会社化しました。

（１）企業結合の概要

① 被取得企業の名称及びその事業内容

被取得企業の名称 プリサイス株式会社

事業の内容 ソフトウエアの開発・受託事業

② 企業結合を行った主な理由

当社および当社グループは、「技術で社会に貢献する」を社是に掲げ、「ソーバルグループにとって、最大

の資源は人材である」というメッセージのもと、常に新しい技術に挑戦し続け、豊かで夢のある社会づくりに

貢献し、技術者が輝く会社を目指してまいりました。 プリサイス社は大阪市に拠点を置く、精鋭エンジニア

集団です。事業領域としては、業務系アプリケーションを得意とし、特に製造業向けの管理システムの知見が

多く、当社の事業にはない分野に秀でております。また、プリサイス社の「人を大切にし、教育を重んじる」

という企業文化は、当社の理念とも深く共鳴するものであり、同じ志を持つパートナーとして最高の相性であ

ると考えております。

プリサイス社と当社グループが緊密に連携することで、互いの技術力を補完し合い、対応可能な技術領域を

大幅に拡大いたします。多角的な提案と高度な技術提供を通じて、お客様の期待に応えるとともに、グループ

全体の企業価値を最大化してまいります。

③ 企業結合日

2026年３月２日（株式取得日）

④ 企業結合の法的形式

現金を対価とする株式取得

⑤ 結合後企業の名称

変更ありません。

⑥ 取得した議決権比率

100%

⑦ 取得企業を決定するに至った主な根拠

当社が現金を対価として株式取得したことによるものです。

（２）被取得企業の取得原価及び対価の種類ごとの内訳

取得の対価 現金及び預金 259,470千円

取得価額 259,470千円

（３）主要な取得関連費用の内容及び金額

アドバイザリー費用等 28,800千円

（４）発生したのれんの金額、発生原因、償却方法及び償却期間

現時点では確定しておりません。

（５）企業結合日に受け入れた資産及び引き受けた負債の額並びにその主な内訳

現時点では確定しておりません。


